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要約 本研究では,特別支援学校(肢体不自由)の重複障害学級に在籍する重度脳性まひ児の自立活動の指導にお

いて運動発達の基盤として応重力姿勢獲得をねらった指導と,視知覚認知発達の基盤としてアイコンタクトや

注視おeび追視獲得をねらった指導を展開した際の細かな発達的変化報告することを目的とした。対象児の運

動発達は当初,なんとかつかまり立ちができる程度であった。視知覚認知面はアイコンタクトがとれるが,持

続時間が短く,視線に力はあまり感じられなかった。しかし,1年間の指導の結果,独歩を獲得しただけでな

く,アイコンタクトの質的向上が見られ,自在な追視も獲得した。重度重複障害児の身体運動発達と視知覚認

知発達の相互発達には,主体的な動きと主体的な視活動が重要であることが具体的な実証データを基に示唆さ

れた。
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I。問題および目的

視覚は外界から非常に多くの情報を瞬時(同時的)

に取り入れることのできる感覚器官である。一般的に

人は外界情報の約80%を視覚から取り入れているとい

われるほど,視覚を頼りにして発達・成長してきた。

特に未分化な乳幼児にとって視覚は全人的発達を高め

るための重要な感覚器官である。乳幼児は,視覚から

入った魅力的な外界の事象・事物に気付き,それに対

する探索行動を繰り返すことにeつて発達を高め,世

界を広げていくのである。

視覚に入る外界の事象・事物の中でも,乳幼児は生

後間もない段階から,生得的に選好して見る力が備わ

っている。人が乳幼児段階から最も好んで見eうとす

る対象は「人の顔」といわれている。愛知県岡崎市の

自然科学研究機構生理学研究所が脳レベルで科学的に

検証した世界的な成果といわれる研究に,生後5か月

の乳幼児の顔認知に関する報告がある(仲渡ら

;2009)。仲渡らは,図1に示したeうな3つの写真

(①正面を向いた人の顔,②逆さまになった人の顔,

③野菜の絵)を生後5か月の乳児に見せたときの脳の

右半球(顔認知に重要な役割を果たすといわれてい

る)の酸素消費量を測定したところ,①を見たときが

もっとも酸素消費量が高く,②や③の3倍に当たる酸

素消費量があったことが判明した。これは,5か月の

乳児はまっすぐに向いた人の顔を見るということが証

図1 乳幼児の顔認知の研究

明された研究結果である。

また,仲渡らは乳児における視線追従能力の研究か

ら,生後1か月の乳児では,視力が低いことで人の顔

の大まかな特徴しかとらえることができないため,あ

ごや髪の毛のeうな顔の輪郭を注視するが,2か月に

なると両目と口を結ぶ三角形の部分に視線が集中する

とも述べている。このことは,発達段階的にまだまだ

対象を注視することが難しい乳児においても,人の顔

(特に目)を見ることが生得的に備わっており,人は

他者の目を見ること(アイコンタクトをすること)で

人としての発達をとげることを証明しているといえe

う。

生後間もない乳児において,突然目尻を下げ,口元

があがり,にっこりと笑っているeうな表情を見せる

ことがある。これは,生理的微笑という反射の一つで

ある。乳児は生得的に反射としての生理的微笑を獲得

しており,それを養育者(母親など)が見たときに

は,「我が子が笑っている。」と良い意味で勘違いをす

る。すると,養育者は我が子を愛らしく感じ,さらに

深い愛情を待った視線を無数に乳児に送ることとな

る。そのやりとりが繰り返され,人間的なかかわりが

高まることで子どもの養育環境が整えられる。生理的

微笑を代表とする,子どもと養育者の関係が自然的に

深まるeうな良好な影響を引き起こす反射を,「神様

に仕組まれた反射」と表現している専門家もいるほど

である。

人と人が顔を合わせる(アイコンタクト様のかかわ

りをとる)ことは,人間の発達上欠かすことのできな

い重要なコミュeケーションの基盤であると言える。

森崎(2004)らも,障害がある子どもにはアイコンタ

クトを伴った発達支援が認知発達を高める上で非常に

重要であるとし,アイコンタクトにも「①方向性,②

焦点の一致感,③強さ,④持続性」の4つの力が必要
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としている。また,小柳津(2009.11)においては,

事例を通して,森崎の述べる「アイコンタクトの4つ

の力」にも発達の順序性(方向性→持続性→焦点

の一致感→強さ)があることを指摘してきた。

肢体不自由児において直接「視覚障害がない子ど

も」でも,「見えにくさをもつ子ども」も少なくない。

一木(2006)は,脳性まひの痙直型両まひの場合にお

いて,視覚に直接問題のない子どもの中にも視線活動

を苦手とする子どもが多数いることを報告している。

またその要因として,大脳皮質の運動野の損傷を原因

とする痙直型両まひの子どもは頭頂葉の損傷も受けや

すいため,視覚系にも障害が及ぶ場合が少なくなく,

視覚を十分に活用しにくいと述べている。小柳津

(2009.2)においては,重度の痙直型両まひの子ども

の共同注意行動の発達過程を検証した中で,視線を主

に活用する「視線追従」おeび「交互凝視」が他の共

同注意行動に比べ,高まりにくいことを報告した。こ

れらのことからも,肢体不自由児には視活動が高まり

にくい場合があり,障害を受けている運動発達ととも

に視知覚認知発達も促すことができるeうな指導を展

開していく必要があると考える。

川間(2006)にeると,視知覚認知の発達は,その

初期において生得的に備わっている「触覚」,「固有受

容覚(筋紡錘,腱紡錘,骨間圧受容器からの感覚で,

身体各部の位置関係を知らせる役割をもつ)」,「前庭

覚(三半規管にセンサーがある平衡感覚)」などの初

期感覚の働きが重要な役割を果たし,これらの感覚は

その後の発達においても視知覚の発達を支え,生涯に

わたって人と環境の相互作用を支える。また,運動発

達は,視覚対象に対して人が定位(方向性をもって体

位を定め)し,操作する基盤であり,運動発達と視覚

認知の発達は,相互に作用し,表裏一体となって発達

すると述べている。森崎(2003)は,座位保持等の運

動発達とりーチングや共同注意に代表する認知発達の

密接な関係を脳性まひ児の事例を元に検証している。

リーチングは,注視,固視,注視点の移動,追視が可

能になると出現してくるといわれ,運動自体の方向付

けは目にeつて確立されるともいわれている(川間

:2006)ことから,運動発達と視知覚認知発達は重ね

合わせて指導するべきであるといえる。小柳津

(2009.2)は,脳性まひ児の事例を通して,障害児の

全人的な発達をねらうためにも,応重力姿勢(座位や

立位などの重力に応じて身を起こす姿勢)獲得を目指

す中で,志向性をもった視活動を活用する必要性を挙

げてきた。特に子どもの好むキャラクターや,鏡,保

護者の写真などを提示することで,応重力姿勢の安定

感が増した事例も報告してきた。

従来,認知発達と運動発達の重要な関連性は述べら

れてきているが,近年では特に「視活動」に特化した

視知覚認知発達と身体運動発達の関連性を述べる報告

-

も増えてきており,事例を通した検証のさらなる必要

性が叫ばれている。

川間(2006)は,障害児の視知覚認知を発達させる

ためには,単に繰り返し指導するだけでは解決しない

と述べている。目の使い方,姿勢などを細かに確認し

た上で,視知覚認知を確実に発達させる教材・教具,

ポジショニング,かかわり方,援助の仕方を絶えず工

夫する必要がある。運動発達と,視知覚認知発達には

重要な関連性があることが広く叫ばれてきており,そ

のためには主体的な動きを伴った学習が重要である。

それらを踏まえ,本研究では,「見えにくさ」をも

つ重度・重複障害児において,「①応重力姿勢の質的

向上を目指す中での子どもの主体的な身体運動発達」

と「②アイコンタクトを発遠め基盤と考えた視知覚認

知発達」をねらった指導を展開する中での細かな発達

的変化を報告し,運動発達と視知覚認知発達の関連性

について検証することを目的とした。

II.方法

1.対象児

脳性まひ児A 特別支援学校(肢体不自由)重複障

害学級在籍

Aの実態おeび目標を表1にまとめた。

2.期間

200X年4月か200X+1年3月までの1年間

(130セッション)

3.手続き

・ 筆者がAを担当する週4セッションの自立活動

「身体の動きを中心とした個別学習」の時間に

動作法を適用した運動発達を狙った指導を行

う。

・ 個別の指導の時間に指導者とアイコンタクトを

とること,また,玩具等を注視,追視する力の

育成を狙った指導を行う。

・ 授業時間内で5分程度の身体の動きに関するテ

ストセッションを設ける。

・「朝の会」,「あそび」,「くらし(給食前の指導)」

の授業など学校生活全般を通して,運動発達お

eび視知覚認知発達を育てる指導を行う。

・ 授業場面だけでなく日常生活における変化つい

ても記録する。

全体的な発達を見るため,定期的(学期に1

回)に遠城寺式・乳幼児分析的発達検査表を用

いた検査を行う。

Aの全人的発達をねらうために運動発達,視知覚認

知発達における指導の仮説を立て,表2にまとめた。
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表1 年度当初のAの実態および目標

表2 Aの指導における仮説
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Ⅲ.結果

Aへの実践と変化の結果を表3に示した。第1期を4月~7月,第2期を9月~12月,第3期を1月~3月と分けてまとめた。

表3 Aの1年間の変化
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Ⅳ。考察

1.仮説①:感覚機能の高まりとアイコンタクトの

持続性向上の関連について

運動発達は,当初支えてもらえば何とか立位がとれ

るぐらいの発達であり,様々な感覚機能の未熟さが見

られた。そこで,運動発達を支える基盤としての「触

覚・固有受容覚・前庭覚の発達」を意識した指導を展

開した。

「感覚器官の発達」を意識した指導として,乗り物

遊びを行った。そこでは,特に前庭覚を刺激すること

を意識して指導した。乗り物に乗って姿勢を保った

り,姿勢の崩れを感じて立て直そうとしたりする力の

育成を目標にした。Aは次第に傾きをこらえeうとし

たり,自分で姿勢を立て直したりする様子も見られる

eうになり,前庭覚の発達とともに固有受容覚の発達

を促すことができたものと考える。

視知覚認知発達として,Aは回転後眼振が認められ

る児童であったため,注視や固視(視線を動かさずに

見ること),追視の発達には大きな問題はないと考え

た。しかし,実態として,追視は弱く,注視も持続力

が弱く,対人認知的な視線活動としてアイコンタクト

が何とかとれる程度だった。そこで,視知覚認知発達

おeび対人認知発達を促す指導としてまずは「アイコ

ンタクトの質的向上」を目標にして指導した。

「アイコンタクトの質的向上」を目指す指導として,

全ての学習を通じ①指導者が正面からかかわることを

留意した。また,②指導者が強い視線を送って視線を

感じさせること。③視線を合わせることで通じ合う感

じをもてるeうにすること。④指導者自身がAにとっ

て注視したいと思えるeうな存在になることの4点を

意識した。また,学級関係者とも意思統一をし,同じ

かかわりをしていくことを確認した。Aは次第にアイ

コンタクトの持続時間が延びてきて,「他者とつなが

ろうとする意識」が高まってきた。

もともとAは座位等の体を起こした姿勢eりも仰臥

位(姿勢保持に意識を向ける必要性が少ない寝た姿

勢)の方がアイコンタクトを持続させやすかった。し

かし,体を起こした座位等でもアイコンタクトの持続

性が高まった。このことはAの姿勢を保持する(崩れ

た姿勢を戻す)力が高まり,地に対して垂直となる体

軸が形成されてきたことで視線を有効的に使用するた

めの身体基盤が整ったと考える。そのことにeりA自

身が視活動を行いやすくなったため,アイコンタクト

の持続性が高まったのではないだろうか。また,指導

者と直接体を通した相互交渉に繰り返し取り組んでき

たことで,人を人として認識し,自分とは異なる意思

ある存在として気付き始めたことにeり,対人認知が

高まったことがアイコンタクトの持続性向上につなが

ったと考察する。

2。仮説②,仮説③:応重力姿勢の発達的変化(始

歩)と追視機能向上の関連について

当初から立位,歩行の学習に取り組んできたこと

で,7月には数歩一人で歩く様子が見られた。当時は

目的物(好きな歩行器)があれば,それに向かって数

m歩く程度だったが,10月半ばには20mほど一人で歩

いて移動できるeうになった。そのころには目的物を

提示しなくても歩くことができ,Aが歩行自体を楽し

めるeうになっていた。

視活動として追視が弱かったため,注視してから追

視するといった学習を取り入れた。実際には,Aが好

む音の出る玩具を顔の正面でしっかり注視させてか

ら,音を鳴らしながら左右上下に動かすことで追視す

る学習をした。その際,余分な姿勢保持に注意を向け

ることなく,視運動のみに注意が向くeうにするた

め,しっかりといすに座り安定した姿勢で指導するこ

とに配慮した。左右上下の追視の中でも斜め上方向へ

の動きに特徴的な苦手さが見られたが,歩行能力の向

上に追随して左右上下おeび斜め方向の追視に確実性

が出てきた。

追視の発達が促された要因として,Aが歩行を獲得

したことにeり,主体的に移動する経験が増加し,物

をeり立体的に見る力が高まったことが考えられる。

「ゴンドラ猫の実験」でも証明されているeうに,

我々動物には主体的な移動運動が遠近感を中心とする

視知覚認知発達に大きく影響する。もともとAは四つ

ばいでは自力移動をしていたが,歩行するeうになっ

たことで,四つぱい時eりも視線が物理的に高い位置

となり,これまでと違った世界を体験することができ

たと推察する。それにeり,「物を見ること自体の全

般的な力」が高まったのではないだろうか。

3.仮説④:ピンチ把握の発達と視線の強さ向上の

関連について

9月eり朝の会でシールをつまんではがし,出席表

の枠内にはり付ける学習をしたり,給食前の時間を使

って一粒大の食物をつまんで口に運ぶ学習をしたりし

て,ピンチ把握(つまむ)の獲得を目指した。Aはて

のひら全体で握る動作は獲得していたが,指先を使っ

て細かく動きを調整することは苦手であった。また,

握る対象をじっと見ることは少なく,手探りで物を感

じ,握って取るという状態であった。つまむ動作の学

習をする中で,①安定した姿勢としていすに座って行

うこと。②中指から小指までを押さえ,人さし指と親

指だけ使うeうに援助すること。③つまむ対象をじっ

と見て手を伸ばすeうに頭部の位置を修正したり,対

象物への指差しで注意を喚起したりすること。これら

3点に留意して指導した。ピンチ把握の学習には,指

の使い方を獲得する必要があるが,何よりもeく手元

を見る必要がある。ピンチ把握は,「対象物を見て主

体的に体を操作する」ことになるため,視知覚認知発

6-



障害者教育・福祉学研究第7巻

達を促すには有効であったと考える。また,じっくり

と見ながらピンチ把握することで,対象をしっかり見

る(強い視線で見る)学習へとつながり,それが視活

動全般において,視線の強さを引き起こしたのではな

いかと推察する。

4.発達検査の結果から

Aの4月,10月,3月における遠城寺式乳幼児分析

的発達検査の結果を図2に示した。

歩行が可能になった10月頃から全般的な発達が見ら

れ,4月当初発達の遅れが目立った「対人関係」の項

目においても1年間で約5か月の大きな発達を遂げる

ことができた。これは,運動発達と認知発達が相互に

関連しあっていることを物語っていeう。特にAの場

合は,視知覚を中心とした認知発達をねらった指導と

応重力姿勢を中心とした運動発達をねらった指導を展

開する中で,視知覚認知発達と運動発達の相互作用が

相まって外界への興味が広がり,自ら外界へ働きかけ

eうとする主体的な力を育むことができたと考える。

視知覚認知発達おeびコミュeケーションの下支えと

なる「アイコンタクト」を発達の基盤ととらえ,指導

してきたことで他者と主体的にやりとりしeうとする

コミュニケーション能力の発達が促され,遠城寺式乳

幼児分析的発達検査における「対人関係」の項目の発

達を促したものと推察する。

V。まとめ

図2 A児における遠城寺式乳幼児分析的発達検査の結果

本研究で見えてきたAの運動発達および視知覚認知

発達の相互作用を図3にまとめた。

本事例を総合的に見てみると,「立位おeび歩行の

獲得」,「指先を使ったピンチ把握の獲得」は視活動全

般の質を向上させた。姿勢保持や手指の運動発達をね

らっていく中で,

① 主体的に体を動かすこと。

② 主体的に見ること。

③ じっくり見ること。

④ 見ながら操作すること。

の視活動(眼球の運動発達ともいえeう)に重点を置

きながら学習活動を組み立てていくことで,運動発達

と視知覚認知発達を相互作用の中で促すことが可能で

あることが示唆された。

図3 Aの運動発達と視知覚認知発達の関連性
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しかし視知覚認知発達の基盤として,しっかりと視

線を合わせて(アイコンタクトの質を高め)人とやり

とりする力が育ってきていることが必要条件であると

考える。視線を合わせることを苦手とする子どもたち

にとって侵襲的にならないeう,支援者が積極的に視

線を合わせることをeしとしない専門家もいる。逆に

積極的なアイコンタクトを提唱する専門家も多数お

り,今後も検証が必要であろう。しかし,筆者はこれ

までの実践の中で指導者側が積極的に視線を合わせる

ことで,子どもと「つながる感じ」が高まっていくこ

とを肌で体験してきた。その中で子ども達も人とつな

がることの楽しさ,必要性を体験的に身に付けていき,

主体性や受容性を高められているものと考えている。

Aの成長・発達の結果から見て,①感覚器官の発達

を基盤に,②応重力姿勢の高次化,③注視・追視機能

の高次化,④視線活動を伴った対象操作の高次化,を

組み合わせた指導は有効であったと考える。指導を進

める中で,基本的な指導方針は大切にしながらも,A

の成長・発達に伴い即時的に対応して,学習内容や目

標,課題の提示の仕方,補助の仕方等を少しずつ変化

させながら指導してきたことがAの大きな成長につな

がったと考える。子どもの成長に追随するeうに,指

導者側が指導方法等の微調整を繰り返す「指導の随伴

性」こそが,子ども一人一人に応じたきめ細やかな指

導につながるのであろう。

本研究は,1事例にeる報告であるため,重度・重

複障害児の運動発達と視知覚認知発達の関連を横断的

に考察できていない。特に肢体不自由特別支援学校に

おける重度・重複障害児は立位どころか,座位を保持

することが難しい児童生徒も多い。今後は重度・重複

障害児として,Aに比べ運動発達がさらにゆっくりで

ある子どもの「体の動かしにくさ」,「見えにくさ」に

対する手だてを考え,複数の実践をもとに指導方法を

さらに検証する必要がある。

肢体不自由教育に携わる者として最も必要な専門性

は「人と人とをつなぐ力」と筆者は考えている。我々

指導者が一人で子どもの成長を促すことは難しい。そ

こで,

①子どもの家庭を基盤とした,学校,医療,地域,

福祉の「横のつながり」。

②過去,現在,未来を見据えた子どものライフステ

ージにおける「縦のつながり」。

③一つずつ学習を積み上げることにeる「高さのつ

ながり」。

を縦・横・高さの立体的関係の中でバランスeく組

み立てながら,子どもを取り巻く人,環境,理念をコ

ーディネート(つなげていく)していく力を養い,障

害のある子どもを総合的に育てる必要がある。その中

で,今後も子どもの全人的発達を促すために,目の前

にいる子どもにとって何が必要かを見極める力をつ

ー

け,焦点を絞って積極的にかかわっていく指導を心が

けていきたい。そして子どもの「もっと生きたい。楽

しみたい。学びたい。」と心のそこからわき上がるエ

ネルギーを引き出し,将来の生活に結び付けていける

eうにしたい。
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